
令和５年度 和光市立白子小学校 第２回 学校運営協議会 報告書 
 

令和５年７月１３日 
場所 しらりんルーム １４：００～ 
司 会 ・ 記 録 ： 教 頭 

 
１ 開会 
２ 学校長あいさつ 
３ 協議会委員・顧問 自己紹介 （敬称略） 
    （委員）・須貝 郁子 ・牧 江利子 ・奥山 直子 ・小野寺 宏 

・飯田 孝之 ・宮澤 雅行（欠席） 
    （顧問）・冨澤 昭憲 ・中村 哲 （欠席） 
    
４ 協議 
 （１）1学期の教育活動について 
  校長より説明（別紙参照：学校運営協議会資料） 

〇コロナ五類移行と生活の変化 
 ・マスク着用…1年生はほぼ着けていない 
 ・高学年には未だに着けている児童がいる状態。思春期で顔を見せることに抵抗を感じている子ども 

がいるように感じる。 
 ・対話型授業と地域のお祭りの再開 
  →地域のお祭りが再開されて子どもたちが嬉しそうに参加していた。 
〇学校行事の再開 
 ・運動会の開催は、暑さ対策で半日開催にした。高学年で組体操を実施して欲しいという声があったが、 

安全指導上の面を丁寧に説明を行った。 
〇ギガスクール開始３年目に突入した。子ども達は、どんどんと触っている。 

ICT活用推進については、教師が積極的に使用していくこと今後の課題である。 
 
質疑 
  富澤：運動会最初から参観したが、音響から流れが素晴らしかった。 
  飯田：５月運動会は、白子の流れになっていくのか。 
  校長：６年担当から意見を聞くと、修学旅行の関係で秋に実施を考えていて、春運動会実施でいきた 

いという意見。時短についてもこの方向で行う。 
  飯田：職員のマスク着用については、指示はあるか。 
  校長：介護を行っている職員は、マスク着用を行っている。 
 

  （２）白子小の「安心・安全」について 
   校長より説明 
   【生徒指導】 
    〇いじめ認知については、教職員・保護者ともに正しい認知が広まりつつある。担任だけでなく、管 

理職も入って早期相談・早期解決を目指している。保護者・児童としっかりと報告・連絡・相談を 
積み重ねている。 

    〇不登校傾向を含む案件は、6件ある。昨年度より改善が見られる児童が増えてきた。スクールソー 
シャルワーカーや地域包括ケア課等の関係機関との連携を深めていく。 

    〇ネグレクト・ヤングケアラー案件は、ケース会議を開催し、行政・児童相談所と共に解決を目指す。 
     また、地域やみまもり隊（白子小地区社協）からも協力をいただき欠食対応等を強化している。 
 
  【施設・設備・防災・防犯・登下校】 
    〇地域防災訓練に、より多くの参加者をしてくれとよいと考えました。避難所開設を想定した実践的 
     な訓練を実施するとより一層良いと思う。 
    〇校庭の釘（杉並区の事案）を受けて、本校でも運動会前にチェックした。アンカーが多数見つかっ 

た。今後も継続して、体育主任に指示し、安全に校庭使用が出来るようにしていく。 
    〇戸田市の不審者侵入事件を受け、不審者対応訓練を実施した。行ってうえで感じたことは、やはり 

非常時がすぐに職員に伝わるように笛の常備や避難場所は体育館が良いか等、専門的知識を持つ方 
からアドバイスが必要。 

    〇「子どもを守る家」については、名簿の家と実際に緊急避難に使える家に乖離がある。地域・見守 
り隊の協力で新規に登録してくれる方がいた。 

    
質疑 

   須貝：「子どもを守る家」の新規の家庭が見つかった。なかなか在宅している方が少ない。 
   飯田：「抑止力」としての看板掲示なのでより多くの方が掲げてくれるとよい。 
      以前には、一斉下校際に「子どもを守る家」の方の紹介があった。 
   牧 ：児童からは、顔を知らない声もあった。 

ご確認お願い致します。 



飯田：顔なじみになる機会があるとよい。 
須貝：欠食児童については、背景にあることは後にして、まずは活用して欲しい。 

   飯田：夏休み中の窓口を呼びかけて欲しい。一人で悩まないで、大人に相談できる体制を作って欲しい。 
   須貝：夏休みの学習教室を低学年（１・２年）まで下げて欲しい。 
   校長：クラブ・委員会の裏で実施することを検討している。 
   飯田：百段階段の付近は、以前台風被害で土砂災害で被害が出た。通学路としては危険ではないか。 
   校長：検討していきたいと思います。 
 
   （３）「白子学」について 
   〇１・２年生…大石まこと・清水かつらについて学ぶ機会を計画している。展示室を南校舎の方に設置 

を検討している。 
   〇３年生…白子の地域行事で白子囃子・ささら獅子舞などについて学びます。 
   〇４年生は、体育着デザイン授業を行っている。次年度は変更予定している。 
   〇５年生は、和光市の給食でお世話になっている池田屋さんにダシの授業を行う予定。 
   〇６年生は、キャリア教育を含めてプログラミング教育を行う。 
   〇地域学校協働本部との連携で、クラブ活動支援や書初め指導支援をお願いしたい。 
  質疑 
   牧：地域学校協働本部として、連携をしてくれる方（家庭科、音楽等）をコーディネーターしていく。 
     書初め指導については、昨年大和中で実施した。今年は新倉と白子小で依頼を受けている。３団体 
     に依頼をしていく方向です。 
  飯田：大石まこと・清水かつらの他に「日坂カズオ」も「凧作り」の有名な方として、和光の偉人として 

知って欲しい。 
 
（４）１５０周年事業について 

〇校帽・体育着については、デザイン授業を通してリニューアルを行っていく。 
   〇陸鷲保全は、業者の見積もりを通して保全を行っていく。 
   〇大石まこと・清水かつら展示室設置 
   〇記念誌・記念動画制作 
   〇記念写真（航空写真・ドローン撮影）は、検討していく。 
   〇式典・祝賀会の開催は、自衛隊音楽隊を招待して行っていくことを検討。祝賀会は、コロナ明けとい 

うこともあり、そこまで大規模な実施は考えていない。持続可能な周年行事でいきたい。 
   〇その他…東輝学校跡地に看板を市役所とも相談して設置していきたいと考えている。 
  質疑 
   飯田：要望①防災訓練の参加者が少ない。「学校だより」にぜひ掲載して欲しい。 

②最近の猛暑での熱中症対策を何か考えて欲しい。 
        ③次回開催通知をペーパレス化でお願いしたい。 
 
 ４ 閉会 
   次回 第 3回は 10/28 テーマ：「地域・家庭と学校の連携」を予定。 
    
 


